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◇

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
表
彰

受
賞
地
区

加
須
市　

加
須
地
区　

民
児
協

久
喜
市　

久
喜
第
8
地
区　

民
児
協

蓮
田
市　

第
三
地
区　

民
児
協

　

平
成
30
年
9
月
14
日
（
金
）、「
平
成
30
年

度�

第
44
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大

会
」
が
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
の
市
民
会
館
お

お
み
や
「
大
ホ
ー
ル
」
で
、
埼
玉
県
内
の
民

生
委
員
や
関
係
団
体
、
行
政
・
社
協
職
員
等

１
０
０
０
名
余
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
　
程

○
開
会
の
こ
と
ば

　

国
歌
斉
唱

　

慰
霊
黙
祷

　

民
生
委
員
信
条
朗
読

○
主
催
者
挨
拶

○
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

　

知
事
功
労
章
授
与

○
優
良
民
児
協
表
彰

○��

永
年
勤
続
単
位
民
児
協
会
長
表
彰

○
来
賓
祝
辞

○
来
賓
紹
介

○
受
賞
者
代
表
謝
辞

　
（
休
憩
）
〜
民
生
委
員
音
頭
〜

○
講
演

　

��「
家
庭
を
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
を
願
っ
て
」

　

��

〜
社
会
的
養
護
の
現
状
と
課
題
解
決
に

向
け
て
〜

　

��

社
会
福
祉
法
人
つ
る
み
ね
福
祉
会

　

��

児
童
養
護
施
設
つ
つ
じ
が
丘
学
園

�

園
長　

川
瀬　

勝
敏　

氏

○
宣
言
採
択

○
斉
唱
「
民
生
委
員
の
歌
」

○
閉
会
の
こ
と
ば

式
　
典

【
主
催
者
挨
拶
】

【
表
彰
状
授
与
（
敬
称
省
略
）】

上田県知事大谷県民児協会長

「これからも、民生委員・児童委員という重
い任務・崇高な仕事へのお力添えを賜ります
よう、お願い申し上げます。」

「全ての人々が地域、暮らし、生きがいをと
もに創り、高め合うことができる社会『我が
事・丸ごと』の実現に、皆様とご一緒に活動
していければと思っています。」
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【
大
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協
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あ
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と
う
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し
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】

受賞者代表　
加須市加須地区民児協　
会長　小川　洋子　氏

受賞者代表　
三芳町民児協

会長　三瓶　スミ子　氏

大会終了後の様子

資料詰の様子
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・
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岡
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児
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二
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民
児
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〜
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地
区
〜

　

埼
玉
県
民
生
委
員
大
会
は
、
県
民
児
協
男

女
共
同
参
画
推
進
部
会
及
び
埼
玉
県
、
関
係

団
体
等
の
ご
協
力
を
得
て
運
営
し
ま
し
た
。

　急速な少子高齢化の進展、家族形態の変化、地域社会におけ
る連帯意識の希薄化等により、私たちが暮らす地域では社会的孤
立、高齢者や障がい者、児童を狙った犯罪や虐待など、様々な生
活課題、福祉課題が顕在化し、深刻化しています。
　また、近年では地震や台風などによる水害、土砂災害等が多発
し、本年7月には西日本を中心とした記録的豪雨により甚大な被
害が起こるなど、被災地への支援とともに災害への備えが地域の
大きな課題となっています。
　こうした地域課題を解決するためには、地域社会において幅広
い関係者の連携・協力のもとで、日頃の支え合いの仕組みをつ
くっていくことが大変重要となります。
　こうしたなか、大正6年、岡山県において創設された済世顧問制
度を源とする民生委員制度は、昨年、制度創設100周年を迎えまし
た。また、本年は民生委員法が制定されてから70年となります。
　私たちの先達は強い使命感と情熱をもって住民に寄り添い、社
会福祉の発展、向上に尽力し、その思いは今日まで脈々と引き継
がれ、こうした努力が人々の信頼につながってまいりました。
　本日、この大会の開催に当たり、私たち埼玉県民生委員・児童
委員一同は、これからも、常に地域住民の立場に立って、相談・
支援活動を展開するとともに、誰もが安心・安全に暮らせる地域
づくりを目指して、各市町村民生委員・児童委員協議会活動の強
化と地域福祉活動の推進に取り組み、もって、本県社会福祉の発
展に寄与することを決意し、ここに宣言します。

　平成30年9月14日
� 　平成30年度　第44回埼玉県民生委員・児童委員大会

大　会　宣　言

【
来
賓
祝
辞
】

【
受
賞
者
代
表
謝
辞
】

【
民
生
委
員
音
頭
】

埼玉県議会議長
齊藤　正明　氏

民生委員及び児童委員
知事功労章

川越市　市村　博子　氏

県民児協男女共同参画推進部会
常任委員による民生委員音頭

披露

【
民
生
委
員
の
歌



（
花
咲
く
郷
土
）
斉
唱
】
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児
童
養
護
施
設
は
、
一
般
的
に
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
代
わ
り
に
生
活

を
受
け
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
時
的
に
施
設
を
利
用
す
る
家

庭
や
家
族
の
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

一
人
で
子
ど
も
を
養
育
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
頑
張
っ
て
頑
張
り
抜
か
な
い
限
り
は
、

成
し
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
支
援
に
関
わ
る
中
で
、「
自
立
」
と
は
、

友
達
を
作
る
力
や
居
場
所
を
見
つ
け
る
力
で

あ
り
、
そ
れ
を
地
域
で
子
ど
も
、
養
育
者
に
、

我
々
大
人
た
ち
が
見
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
多
様
化
」

や
「
共
生
」、「
自
立
」
が
な
ぜ
必
要
な
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
人
は
一
人
で
は
生

き
て
い
け
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
ら
が
自
立
を

す
る
の
だ
、
あ
る
い
は
、
一
人
で
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
こ
そ
、
友
達
を

作
っ
て
生
き
て
い
く
の
だ
、
と
い
う
意
味
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
き
ち

ん
と
ど
こ
か
で
誰
か
が
教
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　

虐
待
対
応
と
養
育
者
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
貧
困
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
概
ね
施

設
を
利
用
す
る
親
御
さ
ん
も
、
す
べ
て
子
育

て
に
悩
み
、
自
分
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
気

持
ち
を
も
っ
て
、
施
設
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス

が
非
常
に
多
い
で
す
。
養
育
者
支
援
に
つ
い

て
、「
民
生
委
員
の
活
動
と
し
て
、
親
御
さ

ん
と
話
が
し
た
い
が
、
な
か
な
か
家
を
開
け

て
く
れ
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。」
と

い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
、
私
は
、
親
に
対
し
て
言
葉
を
か
け
る

前
に
、
子
ど
も
の
こ
と
を
褒
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
親
は
、
基
本

的
に
子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
を
毎
日
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
、
自
分
の
こ
と
以

上
に
気
に
か
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
安
心
感

は
、
心
を
広
げ
る
一
つ
の
理
由
に
な
り
ま
す
。

そ
の
親
子
に
課
題
が
あ
り
、
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
答
え
を
す

ぐ
に
求
め
て
い
く
の
で
は
な
く
、
相
談
に
乗

る
こ
と
が
、
そ
の
親
を
よ
り
良
く
導
く
た
め

の
第
一
歩
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

つ
つ
じ
が
丘
学
園
で
は
、
両
親
、
あ
る
い

は
養
育
者
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
え
ず

に
別
れ
て
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
保

護
と
養
育
と
自
立
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

が
や
は
り
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
地
域
の
方
に
も
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
、
こ
の
国
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来

で
あ
り
ま
す
し
、
国
を
背
負
い
、
支
え
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
子
ど
も
た

ち
に
、
よ
り
良
い

養
育
を
提
供
し
て

あ
げ
る
と
い
う
こ

と
が
、
社
会
の
義

務
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
地
域
の
方

や
企
業
の
方
に
お

願
い
し
て
い
る
の

は
、「
生
ま
れ
は

違
っ
て
も
、
育
ち

は
公
平
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
国
で
生
活
し
て
い
る
以
上
、

み
ん
な
が
公
平
に
競
争
で
き
る
権
利
、
環
境

を
与
え
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
う
い
っ
た
活
動
を
今
後
も
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
多

様
化
が
進
む
地
域
共
生
社
会
で
、
自
分
は
ど

う
生
き
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

こ
と
が
、
自
立
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
、
み
な

さ
ん
が
各
地
域
で
実
践
し
、
地
域
福
祉
が
さ

ら
に
向
上
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
り
ま
し
て
、

私
か
ら
の
お
話
し
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
講
　
演
】

　
　「
家
庭
を
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
」

 

〜
社
会
的
養
護
の
現
状
と
課
題
解
決
に
向
け
て
〜

社
会
福
祉
法
人
つ
る
み
ね
福
祉
会

児
童
養
護
施
設
つ
つ
じ
が
丘
学
園

園
長
　
川
瀬
　
勝
敏
　
氏

（［
一
財
］長
野
県
児
童
福
祉
施
設
連
盟
副
会
長
）

講
　
師
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共同募金運動に
  協力しましょう！
〜共同募金への担当地区内での個人大口・法人募金協力者の開拓に協力しましょう〜

　地域における各種福祉サービス活動及び施設等における設備充実のために、共同募金運動に対し
て大きな期待が寄せられています。
　県民児協では、7月に開催された理事会（7／18開催）及び評議員会（7／27開催）において、民
生委員が地域福祉の推進役として積極的に共同募金運動に協力することを目的に、次のような申し
合わせをしましたので、特段のご高配をお願いいたします。

1　趣旨「個人大口・法人募金」協力者の開拓
　各市町村共同募金支会における募金組織の活動方針に即応しつつ、各民生委員が支会の奉仕者と
して、担当地域内において主として「個人大口・法人募金」にかかる新たな理解者・協力者の開拓
推進に協力する。

2　目標及び方法
（1）��県民児協の「申し合わせ」として、おおむね1人の民生委員あたりに換算して、1万円以上の実

績が上がることを目標として、理解者・協力者の開拓に努力するものとすること。
（2）��この運動による実績は、全て各市町村共同募金支会の実績額に組み込まれるものであり、民児

協としての特別枠をたてるものではないこと。
（3）��実施にあたっては支会事務局と密接な連携のもとに同支会の策定する募金活動の要領に沿って

実施するものとすること。

3　その他
　各市町村支会の募金（戸別募金・街頭募金・学校募金・バッジ、
クオカード、図書カードを使用した職域募金並びに個人大口・法人
募金）については、目標額の50％を超えた実績額が、地元市町村社
協が行う地域福祉活動の財源として助成されることとなります。
　平成26年度から共同募金運動の期間を10月1日から翌年3月31日ま
での6ヵ月間に拡大されました。
　＜例＞
　●100％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額5,000,000円
� 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
� 50％＝2,500,000円（市町村社協に助成）

　●120％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額6,000,000円
� 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
� 50％＝2,500,000円＋1,000,000円（目標超過額）＝3,500,000円（市町村社協に助成）

平成30年度一般募金目標額　682,000,000円
� （支会募金670,008,000円、本部扱募金11,992,000円）

昨年の街頭募金活動の様子
（JR浦和駅）
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平
成
30
年
７
月
に
各
市
町
村
民

児
協
会
長
を
対
象
に
、
県
内
４
つ

の
会
場
で
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村

民
児
協
会
長
連
絡
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
市
町

村
民
児
協
相
互
の
連
絡
提
携
を
図

り
、
民
児
協
活
動
及
び
運
営
上
の

諸
課
題
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
当
番
市
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
の
取
組
〜

自
立
支
援
と
は
〜
」
の
講
義
と
、

「
わ
が
ま
ち
取
り
組
み
自
慢
」
と

題
し
て
各
開
催
市
民
児
協
の
実
践

事
例
発
表
、
そ
し
て
「
一
斉
改
選

に
係
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

推
薦
方
法
に
つ
い
て
」
の
研
究
協

議
を
し
ま
し
た
。

開
催
日
／
場
所

【
東
部
】
７
月
31
日
／
三
郷
市

【
西
部
】
７
月
25
日
／
川
越
市

【
南
部
】
７
月
19
日
／
鴻
巣
市

【
北
部
】
７
月
10
日
／
秩
父
市

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
の

取
組
〜
自
立
支
援
と
は
〜
」

　

埼
玉
県
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
課

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
担
当

�
主
幹　

今　

井　

隆　

元　

氏

平
成
30
年
度「
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡
会
議
」開
催

講  
師

◇
埼
玉
県
の
現
状
◇

　

平
成
37
（
２
０
２
５
）
年
に
、
埼
玉
県
の
高
齢
化
率

は
、
約
28
％
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
か
ら
平
成
37
（
２
０
２
５
）
年
の
15

年
間
で
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
約
２
倍
に
増
加
し
、
15

歳
か
ら
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
約
９
％
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
埼
玉
県
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
日
本
一

早
い
と
言
わ
れ
る
理
由
で
す
。

◇
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
自
立

支
援
と
は
◇

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
重
度
な

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
を
一

体
的
に
提
供
す
る
体
制
の
こ
と
で

あ
り
、
と
て
も
広
い
概
念
で
す
。

　

そ
の
中
の
「
医
療
」
と
「
介
護
」

は
制
度
と
し
て
動
い
て
お
り
、
専

門
職
が
関
わ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、「
医
療
」
や

「
介
護
」
は
生
活
の
一
部
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
を
考
え
る
う

え
で
、
制
度
面
は
も
ち
ろ
ん
必
要

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
要
介
護
状

態
と
な
っ
て
も
地
域
で
生
活
を
送

る
時
間
が
長
く
、
そ
こ
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
考
え
な
い
と
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
成
り
立
た

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
医
療
」
と
「
介
護
」
の
他
に
、

「
住
ま
い
」
や
「
生
活
支
援
」、「
介

護
予
防
」
が
あ
り
ま
す
が
、「
生

活
支
援
」
と
「
介
護
予
防
」
を
合

わ
せ
て
地
域
づ
く
り
と
呼
び
、
こ

こ
に
も
力
を
入
れ
て
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
で
は
、
介
護
保
険
と
、
ご
近

所
・
友
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民

間
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
高
齢
者
自
身
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て
支
え
合
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
人
生
や
生
活
で
『
し
た
い
こ
と
』

を
『
な
じ
み
の
』
環
境
の
中
で
、
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
、
自
立
支
援
に
必
要
な

３
要
素
（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

介
護
予
防
、
生
活
支
援
）
を
土
台
と
し
て
一

緒
に
考
え
な
が
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
理
念
で
あ
る
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
」
こ
と
に
繋
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

講
　
義

出典：��三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「地域包括ケアシステムの構築に資する新しい介護予防・日常生活支援総合事業
等の推進のための総合的な市町村職員に対する研修プログラムの開発及び普及に関する調査研究事業�報告書」、平成28
年度厚生労働省老人保健健康増進等事業（一部改変）

重要なポイント
①意欲の源を見極める
②なじみの関係からなるべく
　切り離さない
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◇
高
齢
者
を
地
域
の
中
で
支
え
合
う
介
護
予

防
・
生
活
支
援
◇

　

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、「
社
会

参
加
」
と
「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」
で
す
。

　
「
介
護
予
防
」
と
い
う
と
、「
体
操
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
体
操
だ
け
が
介
護
予
防
な
の
で

し
ょ
う
か
。
社
会
に
出
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
す
る
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
、

役
割
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
、
介
護
予
防
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、

体
操
は
介
護
予
防
の
重
要
な
要
素
で
は
あ
り

ま
す
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
、

「
社
会
参
加
」
や
「
役
割
」
を
重
視
し
て
介

護
予
防
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
な
じ
み
の
関
係
を
大
切
に
し
た
地
域
づ
く

り
◇

　

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
課
題
が
見
え
、「
自
分
た
ち
の
地
域

を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
こ
う
か
」
と
い

う
助
け
合
い
の
活
動
が
生
ま
れ
て
い
き
ま

す
。

　

事
業
主
体
で
あ
る
市
町
村
は
、
地
域
課
題

の
気
付
き
を
生
む
た
め
の
「
土
壌
づ
く
り
」

を
し
て
い
ま
す
。
住
民
自
ら
が
行
動
す
る
ま

で
待
ち
、
住
民
か
ら
「
こ
ん
な
こ
と
が
し
て

み
た
い
」
と
い
う
話
が
出
て
き
た
と
き
に
、

市
町
村
は
全
力
で
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
は
、
黒
子
と
し
て

市
町
村
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま

り
、「
や
り
た
い
か
ら
や
る
」
と
い
う
住
民

主
体
の
原
則
を
貫
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

◇
助
け
合
い
が
育
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス

①
つ
な
が
る
（
住
民
同
士
の
関
係
が
で
き
る
）

②
き
づ
く
（
地
域
の
課
題
に
気
付
く
）

③
う
ま
れ
る
（
助
け
合
い
活
動
が
生
ま
れ
る
）

「
一
斉
改
選
に
係
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
推
薦
方
法
に
つ
い
て
」

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数
に
対
す
る

充
足
率
は
、
一
斉
改
選
ご
と
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
な
り
手
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
地
域
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
が
で
き
る
人
を

推
薦
（
選
出
）
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
、
次
期
一
斉
改
選
（
２
０
１
９
年
12
月
）

に
向
け
て
、
適
切
な
推
薦
が
な
さ
れ
る
よ
う

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
斉
改
選
時
の
推

「
わ
が
ま
ち
取
り
組
み
自
慢
」

　
【
発
表
者
】

　

〇
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

三
郷
市
民
児
協

�

副
会
長　

志
子
田　

健　

一　

氏

　

○
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

川
越
市
民
児
協

�

副
会
長　

田　

中　

敏　

枝　

氏

　

○
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

鴻
巣
市
民
児
協

�
会
長　

酒　

巻　

喜
久
子　

氏

　

○
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

秩
父
市
民
児
協

�

理
事　

濵　

中　

啓　

一　

氏

薦
方
法
」
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
に
行
っ
た

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
検
討
し
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
に
お
い
て
、
候
補
者
の
選
定
に

つ
い
て
工
夫
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
候
補
者
と
し
て
選
出
さ
れ
る
方

は
、
こ
れ
か
ら
各
単
位
民
児
協
で
一
緒
に
活

動
す
る
仲
間
と
な
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
な

＜グループ討議の協議結果＞� ※自治会（町内会・区長会）

1 ）どのように民生委員を確保していくことが必要でしょうか
・現職民生委員、地区民児協、退任する委員が後任者を探す。
・地域の実情を把握している民生委員や民児協から後任者を自治会へ推薦する。
・学校やPTA、ボランティアなど地域の役職を経験した方に声をかける。
・地域住民や自治会に、民生委員活動に対して理解を求めておく。
・自治会長に欠員状況等を伝える。
・日頃から自治会と連携を密にし、より良好な関係づくりをする。
・やりがいをつくる。

2 ）民生委員を確保するのに、何が問題となっているのでしょうか
・候補者に対して活動内容をどこまで事前に説明するか難しい。
・行政や社会福祉協議会などからの依頼事項が多い。
・��年齢が難点となることがある。（改選毎に委員の高年齢化。若い委員は、親の介護や子育て
中、就労中となる。）
・「民生委員は大変だ」というイメージが広まっていること。
・早期退任してしまう。（就労している委員の増加。輪番制にしている地域もある。）
・��自治会との関係の希薄化。（自治会長が民生委員活動を理解していない。自治会への未加入
世帯の増加。）
・担当地域が、複数の自治会にまたがっていること。

3 ）民生委員を確保するための具体的な解決策はありますか
・日頃から、現職民生委員に後任候補者を探すことを呼びかける。
・退任する人は後任者を見つけて交代する制度をつくる。
・公務員等の退職者、福祉協力員、福祉見守り員を候補者にする。
・推薦者（退任者、自治会長等）同士で協力・連携をし、候補者の選定を行う。
・民生委員の役割、活動内容等をPRし、住民の理解を深める。
・日頃、地域活動に参加されている方に声をかける。
・早期退任をしないようにサポートする。（複数委員担当制や民生委員協力員制度の導入。）

り
手
確
保
の
た
め
の
活
動
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

昨
年
、
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

一
層
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
、

笑
顔
で
、
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
活
動

で
き
る
体
制
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

実
践
事
例
発
表

研
究
討
議
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第23期指定民児協第23期指定民児協 （ 　　　　　 ）活動紹介（ 　　　　　 ）活動紹介
～単位民児協活動　  の活発化に向けて～～単位民児協活動　  の活発化に向けて～

新座市北部第一地区民児協
秩父市第一地区民児協
新座市北部第一地区民児協
秩父市第一地区民児協

「指定民児協」とは、民生委員の活動拠点である単位民児協運営の充実と地域福祉 活動の強化を図るため、県内4ヶ所の単位民児協を2年間モデル指定するものです。
第23期では、「草加市新田地区民児協（東部）」「所沢市新所沢地区民児協（西部）」 「新座市北部第一地区民児協（南部）」「秩父市第一地区民児協（北部）」の4ヶ所
が平成29年度～平成30年度の2年間指定されています。今号では、「新座市北部 第一地区民児協」と「秩父市第一地区民児協」の取り組みを紹介します。

○新座市
北部第一地区
民生委員・児童委員協議会
会長　渡邉　洋子

【地域の特徴】
　東武東上線志木駅周辺を中心に市街化が進み、ここ数年人口が増加
し続けています。市内でも比較的若い世代が多く、活気のある地域で
す。

【主な福祉課題】
　一人暮らし高齢者（日中独居を
含む）の増加

【単位民児協の構成】
　民生委員・児童委員　40人
　主任児童委員　3人

地域の概況
（平成30年9月1日現在）
【人　口】35,267人
【世帯数】15,788世帯

■民児協の運営
　新座市北部第一地区民児協では、地区定例会や地区
役員会を開催し、市民児協役員会の報告や各委員・各部
会からの連絡事項について、相互に情報共有を行っていま
す。また、定例会では独自に講座を設け、研修会としての
機能も持たせています。さらに、社会福祉施設への視察や
日赤研修の開催、日常生活圏域（町内会等）で構成する
地域福祉推進組織（地域福祉推進協議会）への参加を
積極的に行うことで、各委員の資質向上に努めています。

■具体的な取り組み
　重点活動の一環として、日赤研修については平成29年度から取り入れています。昨年11月の視察研修では新潟
県長岡市山古志地区を訪問しました。今年2月の地区定例会では日赤の救急講習を開催し、各委員の災害対策への
意識がより一層高まりました。今後、危惧される大規模災害に備え、救護や減災に関する知識や理解を深め、災害
時・緊急時には各委員が民生委員として町内会の自治組織に参加し、どのような協力ができるのかを自発的に考え
られる委員の意識づくりに励みます。

■今後の抱負
　新座市6地区のうち、若い世代が一番多い地区と言われておりますが、それでも長い目で見れば高齢者が増えて
いくことは確実です。児童の見守り・支援とともに、一人暮らし高齢者や老老介護の増加が大きな課題です。
　今後は基本的活動ではありますが、高齢者相談センターや地域福祉推進協議会、町内会との交流・連携を強化す
ることで、引きこもり高齢者の発見や支援に努め、緊急の事態が発生した時には、率先して活動するような心がけ
を、各委員に促して参ります。

1　見守り活動　
2　サロン活動　
3　日赤研修　
4　高齢者相談センター（地域包括支援センター）との交流、情報交換
　定例会や研修会等、上記の4点についても重点的に取り組んでいます。各委員の知識・経験を
積み重ねることで、単位民児協の機能強化に努めています。

●重 点 活 動

●取り組み方策

（複合老人福祉施設）シャローム視察研修 東北一・二丁目地区「茶和会」折り紙講座風景 東北二丁目地区「地域ふれあい交流会」
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第23期指定民児協第23期指定民児協 （ 　　　　　 ）活動紹介（ 　　　　　 ）活動紹介
～単位民児協活動　  の活発化に向けて～～単位民児協活動　  の活発化に向けて～

新座市北部第一地区民児協
秩父市第一地区民児協
新座市北部第一地区民児協
秩父市第一地区民児協

「指定民児協」とは、民生委員の活動拠点である単位民児協運営の充実と地域福祉 活動の強化を図るため、県内4ヶ所の単位民児協を2年間モデル指定するものです。
第23期では、「草加市新田地区民児協（東部）」「所沢市新所沢地区民児協（西部）」 「新座市北部第一地区民児協（南部）」「秩父市第一地区民児協（北部）」の4ヶ所
が平成29年度～平成30年度の2年間指定されています。今号では、「新座市北部 第一地区民児協」と「秩父市第一地区民児協」の取り組みを紹介します。

○秩父市
第一地区
民生委員・児童委員協議会
会長　濵中　啓一

【地域の特徴】
　市の中心市街地に位置し、西武秩父駅・御花畑駅の2駅があります。また、中学校1
校、小学校2校、市役所や国・県の機関があります。自然豊かな環境と秩父夜祭をはじ
めとする、祭行事などの伝統文化地域です。

【主な福祉課題】
　「健康で日本一しあわせなまち」を目指して、住
み慣れた自宅や地域で暮らし続けられるよう、地
域での見守り体制の強化が必要です。

【単位民児協の構成】
　民生委員・児童委員　29名
　主任児童委員2名

地域の概況
（平成30年9月1日現在）
【人　口】10,315人
【世帯数】4,631世帯

■民児協の運営
　毎月第3月曜日に開催している定例会
は、6つのブロックが交替で運営していま
す。定例会では、講師による研修、協議、
事例発表、施設見学、外部の研修を受け
た委員からの報告発表、情報交換、諸連
絡等を行い全員で共通理解を図っていま
す。

■具体的な取り組み
　高齢者の独り暮らし、高齢者世帯、避難行動支援者等要援護者を把握し、担当地区
の地図上に項目別に色分けをして表示。緊急通報システムや救急医療キット配布者を
記号で掲載し、要援護者マップを作成。以前は担当区域外の状況について知ることは
無かったが、改めて地域全体の実情を把握し共有することができました。

■今後の抱負
　ふれあいコール事業に参画し、社会福祉協議会、町会及び在宅福祉員等と協力し、
高齢者や障がい者、児童等の見守り、相談・支援活動を推進していきます。見守りや
安否確認などの訪問活動を活発にし、日頃からコミュニケーションを図り担当地区の
住民の困りごとを把握し、行政をはじめ適切な支援やサービスへの「つなぎ役」とし
ての役割を果たしたいと思います。

福祉のまちづくり
　市のふれあいコール事業（高齢者等の見守り、声かけ）の更なる推進による、安心・安全な福
祉のまちづくりを目指します。
（1）要援護者リストの作成
　「災害時一人も見逃さない運動」により作成したリストの見直しを行い、支援活動を強化します。
　　・新たな要援護者の把握
　　・訪問時、福祉サービスの利用状況についての再確認
（2）要援護者マップの作成
　日常の見守り活動のほか、緊急時の対応が円滑に行えるようにしていきます。

●重 点 活 動
●取り組み方策

要援護者マップの作成中

障がい者施設代表の挨拶

障がい者自立支援、自立工房見学中 秩父警察署職員の特殊詐欺講演、熱心に聴講中

第一地区民生委員・児童委員協議会
情報交流会
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
�

箕
田
地
区
民
児
協
が
担
当
す
る
地
域

は
、
鴻
巣
市
の
中
西
部
に
位
置
し
、
主

に
地
域
の
東
側
は
元
荒
川
に
接
し
て
水

田
や
花か

卉き

栽
培
を
行
な
う
田
園
地
帯
で

あ
り
、
西
側
は
国
道
17
号
、
Ｊ
Ｒ
高
崎

線
に
沿
っ
て
畑
な
ど
の
耕
作
地
と
住
宅

地
が
混
在
す
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
北
鴻
巣
駅
周
辺
は
、
新
興

住
宅
街
と
な
り
、
新
た
な
転
入
者
が
増

加
し
、
新
旧
住
民
が
併
存
す
る
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
は
、
大
小
26
の
自
治
会
か
ら

構
成
さ
れ
、
一
年
の
重
要
行
事
で
も
あ

る
敬
老
会
は
、
地
区
の
支
部
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
導
し
企
画
・
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
者
が
１
３
０
０
名
（
平

成
29
年
）
を
超
え
て
お
り
、
今
後
も
毎

年
約
１
０
０
名
ほ
ど
が
増
え
る
見
込
み

の
な
か
、
招
待
状
及
び
記
念
品
の
配
布

等
の
対
応
を
民
生
委
員
も
、
自
治
会
連

合
会
と
と
も
に
協
力
し
実
施
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
自
治
会
役
員
は
単
年
度

で
交
替
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、
そ
の

実
施
に
際
し
3
回
ほ
ど
の
実
行
委
員
会

を
開
催
し
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
し
高
齢
者
の
う
ち
、
希
望

者
に
対
す
る
食
事
サ
ー
ビ
ス
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
さ
さ
り
ん
ど
う
」
の

全
面
協
力
を
得
て
、
手
作
り
弁
当
の
配

食
を
隔
月
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
年

2
回
は
食
事
会
を
開
催
し
、
特
に
12
月

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
短
時
間
な
が
ら
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
、
和
や
か
な
歓

談
の
場
と
し
て
、
参
加
者
に
は
お
土
産

の
小
さ
な
鉢
植
え
と
と
も
に
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
安
否
確
認

の
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

同
士
の
近
況
を
お
互
い
に
知
り
合
え
る

相
乗
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
稲
荷
町
地
区
に
お
い
て
は
サ
ロ

ン
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
担
当

の
民
生
委
員
が
自
治
会
の
協
力
を
得
て
、

市
役
所
や
専
門
機
関
に
よ
る
出
前
講
座

民
児
協
の
活
動
は
協
働
の
心
で



〜
絆
を
大
切
に
住
民
に
接
す
〜

第 8 回

鴻巣市
箕田地区民児協

民生委員数 主任児童委員
19名 2名

等
を
活
用
し
、
高
齢
者
並
び
に
地
域
住

民
を
対
象
に
、
日
頃
の
生
活
に
密
着
し

た
話
題
や
日
常
の
身
近
な
情
報
を
理
解

す
る
た
め
の
ミ
ニ
集
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
試
み
は
、
ま
だ
日
は
浅
い

も
の
の
着
実
に
回
を
重
ね
て
、
継
続
的

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
次
第
に
地
域
に

浸
透
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

各
委
員
の
活
動
は
、
各
種
の
調
査
、

住
民
へ
の
見
守
り
活
動
、
時
に
相
談
へ

の
対
処
等
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

当
民
児
協
で
は
、
伝
統
的
に
支
部
社

会
福
祉
協
議
会
の
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
は
実
行
委
員
と
し
て
民
生
委

員
も
参
加
し
、
組
織
間
の
意
思
の
疎
通

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
体
制
が
、
組

織
同
士
の
絆
を
深
め
諸
行

事
の
効
果
的
な
実
施
と
円

滑
な
運
営
に
結
実
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
先
輩
委
員

が
営
々
と
築
き
育
て
て
く

れ
た
「
絆
」
を
大
切
に
し
、

協
力
し
て
活
動
し
行
動
す

る
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
、

地
域
に
奉
仕
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
に

は
、
埼
玉
県
の
優
良
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

表
彰
を
賜
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
を
機
に
一
層
の

努
力
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

鴻 巣 市

盛況な敬老会

ミニ集会みんなで勉強 食事会後の歌のひととき
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
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〜
み
ん
な
の
力
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
〜

　

熊
谷
市
第
4
地
区
民
児
協
は
、
来
年

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
を
含
む
市
街

地
と
、
緑
の
多
い
田
園
地
域
で
構
成
さ

れ
た
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
民
生

委
員
28
名
、
主
任
児
童
委
員
2
名
、
総

勢
30
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
民
生
委

員
活
動
も
多
種
、

多
様
、
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
地
域
福
祉
の

担
い
手
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
住
民

の
一
人
と
し
て
安
心
安
全
を
願
い
、
見

守
り
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
会
で
は
、
行
政
等
か
ら

福
祉
に
関
す
る
知
識
を
得
た
り
、
事
業

協
力
の
要
請
が
あ
り
ま
す
。
専
門
部
会

活
動
で
は
、
部
会
長
を
中
心
に
、
施
設

見
学
や
関
係
機
関
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
に
率
先
し
て
参
加
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
春
の
日

帰
り
研
修
、
秋
の
県
外
研
修
（
一
泊
二

日
）
で
も
有
意
義
な
時
間
を
共
有
し
、

日
頃
の
活
動
の
糧
に
し
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の
「
共
生
、
共

助
」
実
現
へ
の
一
歩
と
な
れ
る
よ
う
、

第
4
地
区
民
児
協
の
民
生
委
員
は
、日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
一
歩



ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
設

　

地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
民
生
委

員
の
意
見
交
換
の
中
で
、「
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
共
に
生
き
、
共
に

支
え
合
い
な
が
ら
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
そ
う
」
と
の
共
通
意
見
が

出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
30
年
3
月

16
日
㈮
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
が
開
設

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
担
当
者
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
数
か
所
の
サ
ロ
ン
見
学
を
参

考
に
し
て
、
無
理
を
せ
ず
、
自
分
た
ち

な
り
の
運
営
を
心
掛
け
つ
つ
も
、
よ
り

多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
会
場

は
2
か
所
で
隔
月
開
催
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
主
的
に
参
加
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
原
則
車
で
の
送
り
迎
え
は

し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

回
覧
で
サ
ロ
ン
開
催
の
お
知
ら
せ
を
す

る
な
ど
、
自
治
会
の
ご
協
力
も
あ
り
、

毎
回
盛
況
で
す
。

　

内
容
は
、
歌
と
お
し
ゃ
べ
り
、
日
頃

注
意
す
べ
き
こ
と
の
講
義
、
健
康
体
操
、

お
誕
生
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

先
日
は
、
会
場
と
隣
接
す
る
保
育
園
の

園
児
た
ち
が
、
歌
の
披
露
と
七
夕
飾
り

の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
サ
ロ
ン

と
な
る
よ
う
、
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て

企
画
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

「
熊
谷
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
協
力

　

熊
谷
市
民
児
協
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
障
害
の
あ
る
方
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
熊
谷
ふ

れ
あ
い
広
場
」
に
全
面
協

力
し
て
い
ま
す
。
各
地
区

民
児
協
か
ら
選
出
さ
れ
た

バ
ザ
ー
委
員
を
中
心
に
、

当
日
は
午
前
中
が
福
祉
バ

ザ
ー
の
販
売
、
午
後
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
民

生
委
員
音
頭
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
音
頭
の
途
中
で

は
、
来
場
者
の
方
に
も
輪

の
中
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
踊
る
こ
と
で
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
毎
年
、

来
場
者
の
方
か
ら
も
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
民

生
委
員
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

熊谷市
第4地区民児協

民生委員 主任児童委員
28名 2名

アトラクションで民生委員音頭を披露

熊 谷 市

園児と一緒に七夕の飾りつけ

楽しく一緒に手遊び

子育てサロン“えがお”
児童部会が当番月にスタッフとして
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No.
158

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

県民児協の予定平成30年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

編集後記
　秋は運動会など多くの行事が地域で開催されます。一つの行事の運営に
は、さまざまな役割があるため、多くの人の協力が必要となります。近年で
は、役割の負担を減らすため、開催時間を短縮するケースもあるようです。
　つながりが薄れている時代だからこそ、普段会う機会のない方と交流す
る貴重な時間と捉えられると良いですね。
　民生委員の皆さんには、地域住民や専門職の方を含め、多くの方々とつ
ながりを持って、幅広い活動にご尽力いただいています。
　私も、広報委員の一員として、皆さまの活動をより多くの方にわかりやす
く伝えていけるよう、誌面づくりに努めてまいります。

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

　早いもので民生委員を拝命し2年目を迎えました。
　当初は不安でいっぱいでしたが、昨今は充実感と役割のもつありがたさをかみしめて、むしろこの任務を与え
られたことに職責と責任を感じています。
　それは、私なりに活動を通して今まで自分のかかわってきたことでは、味わったことのない新たな発見と貴重
な体験を得ることができたからです。
　1つ目は、今まで自分が接した方と違った環境の中で、皆さんが力強く生きておられる姿をまのあたりに接する
ことができたことです。
　2つ目は、今こそ現代に生きる高齢者は、共生が必要だと感じています。しかしこんな中にあって、逆に「孤独」
「独居」「孤立」等の世界や環境の中で生きておられる方が多いように感じられ、特に男性の方へのアプローチ
が必要と感じています。
　今後、ますますの声かけやコミュニケーション作りが大切だと痛感しています。
「ともに助け合い励まし合い、ともに生きる共生社会の実現が求められる」
　3つ目は、高齢者にあっては内にこもりがちな傾向にありますが、できるだけ外に出ていろいろな会合、催し物
等に積極的に参加し多くの人と出会い、接することが今求められていることではないでしょうか。
　これからも微力ながら、民生委員として多くの人との出会いを大切にして、地域共生社会の実現に向けて精進
していきたいと思います。
　民生委員に携って、私自身もこの間に多くの新しい視野が広がってきたような感じがいたします。
　これを機に地域の活性化及び出会いを大切にこの職責にあたっていきたいと思います。

民生委員に携って

1日～
3日
4日
16日

18～19日
26日
28日

赤い羽根共同募金運動

主任児童委員現任研修

生活福祉資金制度説明会

防犯のまちづくり県民大会

全国相談技法研修会

茨城県民生委員大会

埼玉・教育ふれあい賞表彰式

埼玉建産連センター

市民会館おおみや

埼玉会館

千葉県千葉市

茨城県水戸市

県庁第三庁舎講堂

1010

羽生市中央地区
民生委員・児童委員協議会

（平成28年12月1日委嘱）
田村　タカ子 氏「民生委員・児童委員の声」

（県社協　神谷　友子）

4日
15日
17日

広報委員会

第11回塙保己一賞表彰式

共生共助つながりシンポジウム

すこやかプラザ

本庄市

県民健康センター

1212

1～3日
9日
16日
18日
19日
21日
22日
26日
27日

29～30日
29日

全国民生委員リーダー研修会

主任児童委員セミナー

埼玉県更生保護大会

みんな幸せ・共生社会県民のつどい

さいたま市社会福祉大会

東京都民生委員大会

全国社会福祉大会

栃木県民生委員大会

埼玉県社会福祉大会

理事・監事・評議員・男女共同参画推進部会合同県外視察研修

第150回理事会

神奈川県横浜市

すこやかプラザ

埼玉会館

行田市

市民会館おおみや

東京都文京区

東京都港区

栃木県宇都宮市

埼玉会館

静岡県熱海市

静岡県熱海市

1111
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